
山
岳
部

Ｊ
Ｒ
Ｃ
は
ジ
ュ
ニ
ア
・
レ
ッ
ド
・
ク
ロ
ス
の
略
称
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

＊同窓生の皆様へのお願い＊

池
田 
奈
津
希
・
中
村 

歩
（
二
年
）

　
私
た
ち
は
、
第
三
十
二
回
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
・
青
少
年
赤
十
字
部
門
に
静
岡
県
の
代
表

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
二
日
間
で

行
わ
れ
ま
す
。

　
一
日
目
の
午
前
の
部
で
は
、
詩
画
家
で
群
馬
県

名
誉
県
民
で
あ

る
星
野
富
弘
さ

ん
の
講
演
を
聞

き
ま
し
た
。
口
で

描
く
と
て
も
き

れ
い
な
絵
と
そ

れ
に
書
か
れ
て

い
る
詩
は
、
心

に
響
く
も
の
ば

か
り
で
し
た
。

　
午
後
の
部
で

は
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
高
校
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
発
表
を
し
ま
し
た
。

手
話
や
救
急
法
の
実
演
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
県
で
異
な
る
活
動
や
共
通
の
活
動
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段
の
生
活
で
は
あ
ま
り
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
い
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。

　
二
日
目
に
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
い
う
も
の
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
は
、
県
・
高

校
関
係
な
く
集
ま
り
グ
ル
ー
プ
を
作
り
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
で
、
話
し
合
う
と
い

う
も
の
で
す
。
今
回
は
、「
自
分
に
と
っ
て
大
切
な

も
の
・
こ
と
」に
つ
い
て
で
し
た
。
私
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
は
、
絆
と
い
う
言
葉
が
出
ま
し
た
。
家
族
や
友
達

と
支
え
合
っ
て
い
く
中
で
、
絆
は
と
て
も
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
真
剣
に
考

え
る
こ
と
は
、
普
段
な
い
の
で
、
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
各
県
の
活
動
を
知
り
、
話
し
合
え
、
い
い
体
験
に

な
り
ま
し
た
。

部
長
／
池
谷 

瑞
基
（
三
年
）

　
僕
達
山
岳
部
が
今
年
度
、
高
校
総
体
静
岡
県
予

選
を
三
位
で
通
過
し
、
東
海
高
校
総
体(

三
重
県
鈴

鹿
市)

に
出
場
、
優
勝
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

　
僕
達
は
県
予
選
を
一
位
で
通
過
し
、
全
国
大
会

優
勝
、
と
い
う
こ
と
を
目
標
に
据
え
、
日
々
練
習

を
積
ん
で
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
予

選
三
位
と
い
う
結
果
を
受
け
、
悔
し
い
思
い
が
強

く
残
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
二
位
、
三
位

枠
が
出
場
で
き
る
東
海
大
会
で
の
リ
ベ
ン
ジ
を
誓

顧
問
／
松
田 

望

　
今
年
の
夏
山
は
、
常
念
乗
越
か
ら
東
鎌
尾
根
を
つ

め
、
槍
ヶ
岳
に
登
頂
、
さ
ら
に
西
鎌
尾
根
か
ら
三
俣

蓮
華
小
屋
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
鷲
羽
岳
、
祖
父
岳
、

黒
部
五
郎
岳
を
散
策
し
た
後
、
新
穂
高
温
泉
に
下
山

し
ま
し
た
。
五
泊
六
日
の
間
、
部
員
達
は
山
か
ら
学

び
、
山
に
鍛
え
ら
れ
、
山
を
楽
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
々
成
長
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
実
感
で
き
る
夏
山
合

宿
で
あ
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
し
た
。
県
内
の
ラ
イ
バ
ル
校
、
富
士
宮
西
と
共

に
臨
み
、
つ
い
に
念
願
の
東
海
大
会
優
勝
を
手
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
大
会
を
通
じ
て
、
競
技
内
で
は
直
接
応

援
さ
れ
な
い
僕
達
が
、
学
校
内
外
の
人
々
や
家
族
、

色
々
な
方
に
応
援
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
ま
た
、
県
・
東
海
共
に
荒
天
の
中
厳
し
い
状
況

で
の
大
会
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
会
関
係
者
の
方
々
、

現
地
の
人
々
の
助
力
に
よ
り
、
こ
う
し
た
経
験
を
で

き
た
こ
と
に
感
動
し
、
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
後
と
も
山
岳
部
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

山
岳
部
東
海
大
会
優
勝

　
サ
ッ
カ
ー
部
が
新
指
揮
官
を
迎
え
た
。
十
三
年

間
、チ
ー
ム
を
率
い
た
服
部
康
夫
氏
（
51
）
が
四
月
、

県
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
主
席
指
導
主
事

に
転
出
、
後
任
の
監
督
に
大
石
和
孝
氏
（
50
）
が

就
任
し
た
。

　
着
任
か
ら
半
年
。
指
導
に
打
ち
込
む
新
指
揮
官

に
、
抱
負
や
チ
ー
ム
の
現
状
な
ど
を
聞
い
た
。

― 

半
年
た
っ
て
、
チ
ー
ム
づ
く
り
に
手
応
え
を
感
じ
ま

す
か
？

　「
最
初
の
こ
ろ
は
ピ
ッ
チ
に
立
っ
て
い
る
だ
け
で

満
足
し
て
い
る
、
そ
ん
な
感
じ
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
目
の
色
が
変
わ
っ
て
き
た
。
勝
負
に
こ
だ
わ

り
、
戦
う
集
団
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
と
い
っ

て
も
、
ま
だ
内
容
に
む
ら
が
あ
っ
て
上
が
っ
た

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
す
ぐ
降
り
て
し
ま
う
。シ
ャ
ッ
タ
ー

を
全
開
に
す
る
こ
と
を
考
え
ろ
、
と
い
つ
も
言
っ

て
い
る
ん
で
す
よ
。」

― 

東
高
サ
ッ
カ
ー
部
に
注
が
れ
る
周
囲
の
視
線
の
熱
さ

を
実
感
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　「
す
ご
い
で
す
ね
。
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
す
。
東
高
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
や
は
り
勝
つ
チ
ー
ム
だ
と
受
け
止
め

て
い
る
の
で
、
勝
つ
こ
と
で
周
囲
の
人
た
ち
に
恩

返
し
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

― 

パ
ス
サ
ッ
カ
ー
と
い
え
ば
、
東
高
の
伝
統
。
や
は
り

目
指
す
の
は
パ
ス
サ
ッ
カ
ー
で
す
か
。

　「
そ
う
で
す
ね
、
東
高
の
伝
統
の
ス
タ
イ
ル
を
追

求
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
技
術
を
高
め

て
い
か
な
い
と
。
技
術
が
な
け
れ
ば
、
パ
ス
サ
ッ

カ
ー
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。」

― 

足
元
は
見
据
え
な
が
ら
も
、
目
標
は
常
に
高
い
と
こ

ろ
に
置
き
た
い
で
す
ね
。

　「
全
国
で
い
か
に
勝
つ
か
、
そ
こ
を
目
指
し
て
い

か
な
い
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
で
き
な
い
。
い
ま
、

千
葉
勢
に
勢
い
が
あ
る
け
ど
、
も
う
一
度
、
静
岡

が
全
国
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
状
況
を
作
り
出
さ

な
い
と
。」

― 
そ
の
旗
頭
が
東
高
で
す
ね
。

　「
そ
う
で
あ
り
た
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
と

思
っ
て
い
ま
す
。」

【
こ
ん
な
ひ
と
】
静
岡
工
高
―
法
大
出
身
。
高
校
時

代
か
ら
技
と
ス
ピ
ー
ド
を
兼
ね
備
え
た
F
W
と
し

て
鳴
ら
し
た
。
静
岡
工
３
年
の
時
、
全
国
高
校
選
手

権
で
準
優
勝
。

　
法
大
を
卒
業
す
る
と
J
リ
ー
グ
の
前
身
、
日
本

リ
ー
グ
の
東
芝
で
活
躍
、
得
点
王
に
輝
く
。

　
現
役
引
退
後
は
エ
ス
パ
ル
ス
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
、

ジ
ュ
ビ
ロ
、
法
大
な
ど
で
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
か
ら

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
ま
で
、
す
べ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
指

導
。
国
体
成
年
の
部
県
選
抜
監
督
の
経
験
も
持
つ
。

　
身
分
は
特
別
教
諭
。
サ
ッ
カ
ー
部
の
指
導
だ
け
で

は
な
く
体
育
の
授
業
も
行
う
。

西
川 

英
雄
（
三
十
五
回
）

　
百
人
余
り
の
同
窓
生
が
結
集
し
盛
会
の
う
ち
に

幕
を
し
め
た
平
成
十
五
年
一
月
の
静
岡
支
部
総
会
。

そ
の
後
「
今
年
こ
そ
支
部
総
会
を
！
」
と
思
い
な

が
ら
未
だ
実
現
で
き
ず
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
の
第
八
十
六
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
で
準
優
勝
と
い
う
結
果
に
大
い
に
盛
り
あ

が
っ
た
勢
い
で
、
是
非
と
も
支
部
総
会
を
開
催
し
、

静
岡
在
住
（
静
岡
市
葵
区
・
駿
河
区
・
清
水
区
）
の

同
窓
生
の
皆
で
声
高
ら
か
に
校
歌
斉
唱
し
た
い
も

の
で
す
。
お
近
く
に
同
窓
会
メ
ン
バ
ー
未
登
録
の
方

が
い
ま
し
た
ら
、
是
非
お
声
掛
け
を
頂
き
同
窓
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
を
下
さ
い
。

事
務
局
／
TEL
〇
五
四
（
六
四
五
）
三
五
二
七

月
・
水
・
金
の
午
前
中
青
嶋
さ
ん
ま
で
お
願

い
致
し
ま
す
。

＊

石
田 

哲
夫
（
二
十
七
回
）

　
二
〇
〇
七
年
九
月
、
藤
枝
支
部
再
生
の
具
体
策
検

討
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
突
如
、
市
政
刷
新
へ
の
協
力

要
請
が
舞
込
む
。
急
遽
有
志
に
諮
っ
て
後
援
の
た
め

の
別
組
織
を
作
り
、
草
の
根
運
動
を
展
開
。
幸
い
圧

倒
的
な
支
持
を
得
て
、
二
〇
〇
八
年
五
月
快
挙
を
達

成
し
た
。

　
こ
の
中
で
実
感
し
た
千
南
原
の
絆
を
バ
ネ
に
、
本

年
度
内
の
支
部
総
会
開
催
に
向
け
て
準
備
再
開
中

で
あ
る
。

三
輪 

昌
光
（
三
十
一
回
）

　
同
窓
会
榛
南
支
部
は
第
一
回
総
会
を
、
平
成

十
七
年
一
月
に
開
催
し
て
か
ら
年
明
け
で
五
年
目

に
な
り
ま
す
。
駆
け
だ
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
同

窓
生
の
親
睦
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
最
優
先
に
掲
げ

て
い
ま
す
。

　
支
部
の
総
会
は
二
年
毎
に
開
催
し
、
来
年
で
三

回
目
の
総
会
に
な
り
、
役
員
の
交
替
期
で
も
あ
り

ま
す
。

　
地
域
の
同
窓
会
は
、
近
く
て
遠
い
存
在
に
な
り

勝
ち
で
す
の
で
、
総
会
に
は
多
く
の
同
窓
生
の
ご

参
加
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
第
三
回
榛
南
支
部
の
総
会
は
、
次
の
と
お
り
開

催
予
定
で
す
の
で
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

開
催
予
定
日
／
平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
五
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
後
四
時

開
催
場
所
／
吉
田
町
住
吉
「
魚
千
代
」

　
　
　
　
　
TEL
〇
五
四
八
（
三
二
）
〇
二
三
〇

一
、

二
、

　今年度も引き続き会員の皆様の連絡先の把握に努力してまいりますので、変更のあった場合には必
ず下記事務局宛に御一報ください。また各期の役員その他同窓会・同期会友人の集まり等を開催した
場合は、是非同窓会ホームページをご活用ください。
　今年度承認されました会員名簿の不発行に伴いまして、事務局では会員の皆様の連絡先をデータベー
ス化し、きちんと会報等がお手元に届くように努力しております。これはあくまでも同窓会としての
資料であり、公表や目的以外の使用は絶対に致しませんのでご了承ください。
　本年度も、昨年同様、本紙封筒内に維持費のお願いを致しております。今後発生する同窓会事業資
金のためのものですので、御理解のうえ御協力をお願いいたします。

＜同窓会事務局＞
〒 426-8577　藤枝市天王町 1-7-1　
　　　　　　　　　　　　静岡県立藤枝東高等学校同窓会　事務局

TEL:054-645-3527　FAX:054-645-3529
メールアドレス :fh-dousoukai@cy.tnc.ne.jp
ホームページ :http://fujiedahigashikou-dousoukai.web.infoseek.co.jp/
（毎週月・水・金の午前中の事務局員（青島）が在席しております。）

　この度、学校後援会が中心となり「藤枝東高校運動場人工芝整備実行委員会」を設立いたしました。本校
運動場は長年の授業・部活等で地盤の劣悪化が進んでおり静岡県の改修事業を機会に人工芝化を進めてまい
る予定です。つきましては、実施するに当たり、皆様方のご支援を賜りたくお願いをするものであります。

　　　　　・寄付口座：00800-4-187762（郵便局）
　　　　　・加入者名：藤枝東高校 運動場人工芝整備実行委員会
　注）皆様には、郵便局の振込用紙が別途お手元に届く予定です。

収入の部 △は減 単位：円

収入総額 29,474,652円
支出総額 29,474,652円
差引金額 0円

支出の部

平成 19年度　藤枝東高等学校同窓会会計決算書（案）
（平成 19年 4月1日～平成 20 年 3月31日）

名簿会計より繰入・預金利息等
維持費及び総会会費
10,000 円×281 名　３０００円×9名

摘　要

69,394
1,278,334

1,226,940
△ 18,000

0
増　減

833,499
28,196,318

3,500,000
2,855,000
21,007,819

19 年度予算額

902,893
29,474,652

4,726,940
2,837,000
21,007,819

19 年度決算額

雑 収 入

会 議 費
事 務 費

消 耗 品 費

雑 費
予 備 費
次 年 度 繰 越

特別会計補助金
渉 外 費
保 険 料
会館整備費
会館補助費
慶 弔 費
記 念 品 費

事 業 費

備 品 費
通 信 費
印 刷 費
旅 費
事 務 局 費

科 　 目 19 年度予算額 増　減 摘　要19年度決算額

合 計

合 計

寄付及び総会会費
入 会 金
繰 越 金
科 　 目

本部役員会、役員総会、委員会

事務員給与
本部役員会、関東地区会
会報送付用封筒等

卒業生記念品、入会記念品

卒業アルバム代、ホームページ

各関係の団体等への祝儀
同窓会館火災保険料

千南原会館維持費補助
転退職者御餞別

会報送付費用・往復葉書、切手

△ 525,735
△ 740,687
△ 127,793
△ 65,000
191,407

△ 350,000
△ 673,970
△ 87,878

42,485
△ 22,242,921
25,461,647
1,278,334

△ 107,397
△ 355,500
△ 8,680

△ 200,000
0

43,000

△ 100,000
△ 289,301

800,000
3,586,000
600,000
100,000
710,000

350,000
1,567,397
400,000

100,000
22,242,921

0
28,196,318

107,397
500,000
60,000
200,000
100,000
100,000

100,000
1,726,000

274,265
2,845,313
472,207
35,000
901,407

0
893,427
312,122

142,485
0

25,461,647
29,474,652

0
144,500
51,320

0
100,000
143,000

0
1,436,699

平成20年3月
卒業生大学等進学者数
大学名
北海道大
東北大
筑波大
宇都宮大
群馬大
埼玉大
千葉大
電気通信大
東京大
東京外語大
東京工業大
東京農工大
横浜国立大
富山大
山梨大
信州大
静岡大
浜松医大
愛知教育大
名古屋大
名古屋工大
三重大
京都大
大阪大
奈良女子大
和歌山大
広島大
愛媛大
静岡県立大
会津大
高崎経大
首都大東京
横浜市立大
山梨県立大

5
9
3
1
1
4
6
1
1
1
2
3
5
1
3
1
31
2
2
13
2
3
1
1
1
1
1
1
13
1
1
2
2
1

進学者 大学名
愛知県立大
大阪市立大
大阪府立大

獨協大
文教大
青山学院大
北里大
慶応大
駒澤大
実践女子大
芝浦工大
順天堂大
上智大
成蹊大
成城大
玉川大
中央大
津田塾大
東海大
東京工科大
東京女子大
東京農大
東京薬大
東京理大
東洋大
日本大
日本女子大
法政大
明治大
明治学院大
立教大
早稲田大

1
1
2

1
1
1
1
3
3
1
1
1
2
1
1
1
6
2
1
1
1
3
1
3
1
5
1
3
7
1
5
8

進学者 大学名
麻布大
神奈川大
関東学院大
聖隷クリスト大
常葉学園大
浜松大
静岡文芸大
愛知大
愛知学院大
中京大
名古屋外大
南山大
日本福祉大
名城大
鈴鹿医科学大
京都外大
京都女子大
京都薬大
同志社大
同志社女大
立命館大
龍谷大
大阪薬大
関西大
阪南大
関西学院大
神戸薬大
インターナショナル
　エアアカデミー
文化服装学院
日本工学院
　  専門学校
横浜栄養
　  専門学校

1
4
1
1
3
2
1
1
2
1
3
2
1
1
1
1
2
1
5
1
6
1
1
1
1
3
1

進学者

1

1

1

1

　
同
窓
会
島
田
支
部
は
総
会
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
。開

催
日
時
／
平
成
二
十
年
十
月
十
九
日
（
日
）　
　

　
　
　
　
　
午
後
六
時

開
催
場
所
／
大
井
神
社
「
宮
美
殿
」

　
　
　
　
　
TEL
〇
五
四
七
（
三
六
）
三
六
二
六

一
、

二
、

　
焼
津
支
部
総
会
を
平
成
二
十
一
年
三
月
に
開
催

予
定
で
す
。
役
員
改
選 

等
を
行
い
ま
す
。

伊
藤
　
孝
（
三
十
三
回
）

大
石 

鉄
郎
（
二
十
六
回
）

況

報

告

部

活

動

の

近

J
R
C
部

サ
ッ
カ
ー
部 

大
石
和
孝 

新
監
督
に
聞
く
！

静
岡
支
部

藤
枝
支
部

榛
南
支
部

＊同窓会事務局からのお願い＊

支
部
活
動
報
告

島
田
支
部

焼
津
支
部

平成20年 10月 1日千　南　原 第22号同　窓　会　報（4）


